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１．研究の背景

近年、卵子提供や代理出産などの第三者が関わる生殖技術を利用するため、日本人がアジアの新興諸国へ渡航する現象
が見受けられる。2008年には、インドで日本人男性が代理出産を依頼し、子どもが無国籍になったトラブルが世界中で報道さ
れた。これは、日本人による生殖ツーリズムの氷山の一角をなす事件である。他方、我が国では生殖補助医療の法規制はなさ
れておらず、学会による自主規制に委ねられている。

２．研究の目標

グローバライゼーションや経済格差と規制格差にもとづいた生殖技術の「利用する側」と「利用される側」における実態を明らか
にし、生殖ツーリズムがもたらす倫理的・法的・社会的問題を検討する。

３．研究の特色

①アジアの新興諸国の実態を明らかにすることで、生殖ツーリズムにおける「利用する側」と「利用される側」について、包括的に
考察することができる。
③女性や子どもの視点から生殖補助医療の在り方について検討を加える。
②優生思想や人体の資源化の過度の進行によって人間の尊厳が侵されるような社会が出現することを予防し統御する。
④我が国における生殖補助医療の適正な実施に向けた提言を行う。生殖ツーリズムに対する国のスタンスの確立とマニュアルの
創出につながる。

４．将来的に期待される効果や応用分野

生殖補助医療の新たなパラダイムを形成し、少子高齢化社会に相応しい男女共同参画の在り方やそれを実現する社会設
計の実現に向けて我が国が前進できる。
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